
Econo Forum 21／March 2010 32

経済と人間

Ⅰ

　

今
朝
の
お
話
は
〈
百
年
に
一
度
の
危

機
〉
と
い
う
、
今
で
も
度
々
用
い
ら
れ
る

言
葉
の
意
味
合
い
を
、
私
が
専
攻
す
る
経

済
史
論
と
い
う
経
済
学
の
一
領
域
か
ら
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ひ
と
は
未
経
験
の
大
き
な
社
会
現
象
に

遭
遇
す
る
と「
百
年
に
一
度
！
」と
語
り
、

ま
た「
新
〇
〇
現
象
」と
か「
〇
〇
革
命
」

の
表
現
で
、
新
事
態
を
捉
え
よ
う
と
し
ま

す
。
歴
史
上
、
度
々
「
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
た
各
現
象
は
、
過

去
百
年
間
に
４
回
出
現
し
た
と
さ
れ
ま

す
。
最
新
の
そ
れ
は
、
一
九
九
○
年
代
半

ば
に
Ｉ
Ｔ
革
命
に
よ
り
情
報
管
理
を
つ
う

じ
需
要
・
供
給
状
況
が
事
前
に
調
整
さ
れ

て
、
景
気
循
環
が
消
滅
し
て
い
く
新
経
済

シ
ス
テ
ム
の
到
来
を
謳
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
論
も
同

現
象
も
（
景
気
循
環
は
存
続
す
る
故
に
）

実
に
短
命
に
消
え
去
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

先
行
し
た
三
次
に
亘
る
「
ニ
ュ
ー
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
」
の
中
身
は
各
時
代
を
反
映
し
て

異
な
り
ま
す
が
、「
新
現
象
ニ
ュ
ー
・
エ

コ
ノ
ミ
ー
」
自
体
が
姿
を
変
え
繰
返
し
登

場
し
、
主
張
さ
れ
る
の
は
真
に
興
味
深
い

も
の
で
す
。

Ⅱ

　

確
か
に
「
大
恐
慌
」「
大
不
況
」
と
呼

ぶ
べ
き
経
済
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
を
揺
る
が

す
大
変
動
は
、
め
っ
た
に
出
現
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
景
気
循
環
で

好
況
・
不
況
が
反
復
的
に
繰
返
さ
れ
る
よ

う
に
、
時
に
経
済
危
機
と
呼
び
う
る
大
現

象
の
再
発
も
、
人
間
の
一
生
涯
で
何
度
か

あ
り
得
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
こ
れ
か
ら
も
「
百
年
に

一
度
！
」
と
感
ず
る
よ
う
な
革
命
的
現
象

や
大
型
の
不
況
や
好
景
気
は
、
今
後
何
十

年
か
お
き
に
生
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
残

念
な
が
ら
「
百
年
に
一
度
」
と
称
さ
れ
よ

う
と
も
、「
百
年
ご
と
」
よ
り
も
、
よ
り

短
い
周
期
で
、
よ
り
頻
度
も
高
く
。
し
か

も
、
こ
れ
ら
「
未
想
定
の
訪
問
者
」
の
如

き
新
現
象
は
、
性
質
も
形
成
要
因
も
、
背

景
と
な
る
経
済
環
境
が
絶
え
ず
変
化
し
続

け
る
た
め
、
そ
の
現
象
が
生
じ
る
度
に
、

毎
回
、
毎
回
異
な
る
タ
イ
プ
の
事
態
と

な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

か
つ
て
一
九
二
九
年
秋
（「
暗
黒
の
木

曜
日
」）
に
発
生
し
た
大
恐
慌
を
、
自
ら

子
供
時
代
に
体
験
し
た
理
論
経
済
学
者
た

ち
へ
、
大
恐
慌
の
個
人
的
記
憶
と
、
大
恐

慌
を
如
何
に
経
済
学
で
捉
え
て
い
く
か
を

問
う
た
貴
重
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
録
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
経
済
学

者
た
ち
は
「
一
九
二
九
年
大
恐
慌
の
、
現

代
へ
の
再
来
は
な
い
」
と
す
る
も
の
の
、

代
わ
り
に
「
し
か
し
深
刻
な
経
済
危
機
は

今
後
も
生
じ
う
る
」
と
指
摘
（
Ｍ
・
ア
ブ

ラ
モ
ビ
ッ
ツ
な
ど
。
Ｒ
・
Ｅ
・
パ
ー
カ
ー

『
大
恐
慌
を
見
た
経
済
学
者
11
人
は
ど
う

生
き
た
か
』、
二
〇
〇
五
年
）。
新
た
な
不

況
が
性
格
を
変
え
、
何
度
も
到
来
す
る
と

想
定
し
な
が
ら
。

Ⅲ

　

こ
の
お
話
の
冒
頭
で
舟
木　

譲
先
生
に

読
ん
で
頂
い
た
今
朝
の
聖
句
「
コ
リ
ン
ト

人
へ
の
手
紙　

二
」
4
：
18
（
＊
）
が
示

す
よ
う
に
、
目
に
入
る
現
象
ば
か
り
に
囚

わ
れ
ず
、
諸
現
象
の
裏
側
に
あ
る
、
目
に

見
え
ぬ
複
雑
な
背
景
や
、
先
入
観
を
超
え

て
存
在
す
る
新
た
な
諸
要
素
に
も
想
像
力

を
以
て
十
分
注
意
を
払
い
、
事
物
の
「
新

し
さ
」
と
「
反
復
」
と
を
判
別
し
て
い
く

姿
勢
こ
そ
、
神
様
が
我
々
人
間
に
こ
こ
で

与
え
た
教
え
で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
こ
の
教
え
と
「
百
年
に
一

度
！
」を
、如
何
に
体
感
し
て
い
ま
す
か
？

 

■

市
川
文
彦　

准
教
授
（
経
済
史
学
）

〈
百
年
に
一
度
の
危
機
〉は
、百
年
ご
と
に
？

　

│
「
新
現
象
」の
反
復
的
到
来

│

2009年
7月3日
金曜日

＊
聖
句
： 

「
わ
た
し
た
ち
は
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
見
え
な
い
も
の
に
目
を
注
ぎ
ま
す
。
見
え
る
も
の
は
過
ぎ
去
り
ま
す
が
、

見
え
な
い
も
の
は
永
遠
に
存
続
す
る
か
ら
で
す
。」


